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戦
前
戦
後

の
濁
逸

社
食
事
業

中

川

輿

之

助

祉
骨
事
業
を
解
義
に
解
し
て
耐
食
政
策
を
も
含
め
芸
に
戦
前
戦
後
に
於
け
る
猫
逸
社
骨
事
兼
の
墾
牝
を
み
る
0
本
稿
は
専
ら
制
度
を
中
心
と
し
た
｡

L

世

界

乾

季

以

前

猟
遇
い
あ
-
て
は
数
百
年
賦
馬
之
人
や
困
窮
昔
に
対
し
て
,TがJS
朋
窮
か
救
翻
す
ス
三

と
か
隣
人
愛
の
最
も
敦
賀

な
る
仕
事

と
せ
ら
れ
て
凍
た
｡
而
し
て
か
ゝ

る
不
薄
な
る
人
々
に
封
す
る
救
済
は
公
栽
爾
方
面
の
手
に
よ
-
て
な

さ
れ
た
の
.で
あ

.Sが
'
戦
前
に
於
て
ば
人
々
は
之
を
慈
善
的
組
織
の
自
由
琴

O
活
動
に
委
す
る
い
が
最
も
よ
い
と

考

へ
､
奉
安
多
-
の
政
令
事
業
は
私
的
事
業
で
あ
っ
た
O
併
し
そ
れ
と
共
に
公
的
な
救
済
活
動
も
次
第
に
組
織
を

も
つ
に
至
っ
た
｡
こ
れ
が
即
ち
貧
民
救
済

(A
-
m
elIPn
eg
e)
と
い
は
れ
る
.
貧
民
救
済
事
紫
が
今
日
の
公
的
掬
逸

敢
骨
事
業
の
出
費
鮪
を
な
し
て
ゐ
tQI
o
私
的
社
命
事
業
は
今
日
も

私
的

盲

由
)
救
護
事
業

(P
riv
a
te
(F
reie)

n
irsorg
e)
と
し
て
存
頼
し
活
躍
し
て
ゐ
る
が
､
本
稿
に
放
て
は
尊
ら
考
察
を
公
的
融
合
事
業
に
止
め
や
う
.

猫
過
の
公
的
離
合
事
業
は

T
八
七
〇
年
代
に
室
-
T

7
新
時
期
を
劃
し
て
ゐ
る
C

T
は
廃
兵
に
封
す
る
箱
物
制

痩

(V
ers.
rg
ung)
の
制
定
で
あ
-
､
他
は

7
枚
潜
働
階
親
の
た
め
の
敢
愈
政
策

(
S
o
z
J-a
t
p
o
litJ.k
)
の
開
始
で
あ

戦
前
戦
後
の
環
逸
社
骨
等
発

第
L
i
P
T
十
二
番

二

七

第

丁
淑

二
七
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戦
前
戦
後
の
猫
逸
赦
食
事
兼

第
四
十
二
番

二

八

第

1斬

〓

入

る
.

こ
れ
ら
は
何
れ
も
普
伸
戦
車
の
直
接
の
影
響
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
O
即
ち
普
備
戦
争
は
出
征
軍
人
か
ら
多
-

の
廃
兵
を
出
し
､
か
れ
及
び
彼
の
豪
族
の
生
酒
を
脅
か
す
に
至
っ
た
の
で
'
闘
家
と
し
て
も
之
を
放
任
す
る
わ
け

に
行
か
す
'
蓬
に

一
八
七

一
年
の

M
i11.ta
rP
e
nSio
nsg
esetz
に
よ
り

て
之
に

T
足
の
年
金
を
国
家
か
ら
支
給
す
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
｡
(同
法
は
l
九
〇
六
年

に
改
正
せ
,･;れ
T
M
a
n

nscllartSVe
r,.rg
ung
SgeSttZ
と

O
HTIy/ierp
en
s
ion
sg
e
se
tz
と
な
っ
て

.

..

.

.
)

又
i

1'
八
八
三
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
世
に
所
謂
敢
昏
主
義
者
鎮
暦
法

(
S
o
z
ia
l]'S
te
ng
e

setz
)

と
栴
せ
ら
る

c7

ゝ
多
-
の
社
命
保
険
法
の
成
立
を
み
た
.
こ
れ
亦
普
僻
故
事
の
直
接
的
効
果
で
あ
る
0

即
ち
普
併
載
零
に
よ
-
て

普
魯
酉
が
傭
船
西
か
ら
職
軍
艦
償
金
を
獲
付
せ
る
も
の
Ĵ
閣
内
に
は

一
時
的
景
気
の
烏
に
泡
沫
骨
敵
が
緯
aI
L
物

低
は
腐
食
L
L
!.
労
働
賃
銀
は
二
倍
に
も
上
れ
る
に
拘
ら
や
､

T
般
雰
働
者
の
生
活
が
困
難
と
は
-
'
し
か
も
ま

も
な
-

一
八
七
三
年
か
ら
七
E
[年
に
か
け
て
茎

乳
の
反
動
が
凍
-
失
業
者
が
積
出
し
た
0
品
に
於
て
か
券
働
者
階

級
に
は
閥
豪
北
に
経
済
組
織
を
呪
阻
す
る
馨
が
大
と
L･t
り
そ
の
救
済
を
政
令
主
義
に
求
ひ
る
に
至
っ
た
o
こ
の
盛

な
る
政
令
民
主
運
動
に
直
面
し
て
t
.ビ
ス
ヤ
ー
ク
は
凝
ら
に
之
を
断
麿
す
る
の
不
可
な
る
を
さ
と
-
寧
ろ
通
常
な

る
券
働
者
保
護
の
施
設
を
な
す
に
し
か
す
と
し
て
社
食
保
険
法
を
案
出
し
た
の
で
あ
る
0
か
れ
の
融
合
保
険
法
は

1
八
八
三
年
六
月
十
五
日
の
疾
病
保
険
法

(K
-
ankenv
e

rsich
e
nm
g
s
g

L･Se
tlJ)､

一
八
八
四
年
七
月
大

日
の
傷
害

保
険
法

(Lln
rallv
ersich
eru
l一gSgeSe
tl･)t

T
八
八
九
年
六
月
廿
二
日
の
廃
疾
保
険
法

(I.Tv
a)J.d
ita
tsv
ersich
er
unm･S

g
esetZ)
養
老
保
険

(A
ltersve-s
ich
e-Lln
g
Sg
eSetZ)
と
L･t-
て

一
段
落
を
つ
げ
た
｡
こ
の
最
初
の
燭
逸
政
令
保
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は
そ
の
後
数
次
の
改
正
を

加

へ
ら
れ
て
'

一
九
二

年
七
月
十
九
日
の

帝
国
保
険
法

(R
e
ich
sve
rsJ+Ch
eru
l叩
S-

〇
Jd
n
u
n
g
J
に
よ
-
て
全
社
禽
保
険
法
が
新
な
る
規
定
を
も
っ
こ
と
～
な
り
､
更
に
そ
れ
は

一
九

二

年
十
二
月
二

十
日
の
使
用
人
保
険
法

(V
e
rsic7､erl≡
g
Sg
e
Set7J
fLtr
A
l･ge
Ste
llte
"
)
に
よ
-
て
労
働
者
の
外
に

一
般
使
用
人
に

も
適
用
qTJPれ
る
こ
JJ
と
な
つ
i
JC
そ
の
藩
閥
保
険
法
は
大
綱
に
於
て
は

T
九

三

年
か
ら
部
分
的
に
は

一
九

二
二

乃
至

一
四
年
に
S
'て
有
効
LJ
な
る
に
至
っ
た
O
こ
れ
が
世
界
載
帝
前
の
敢
倉
保
険
法

の
状
態
で
あ
っ
た

.

か
′､
の
如
-
普
併
載
雫

で
中
心
と
し
て
融
倉
的
要
救
護
者
が
析
出
L
t
従
水
の
貧
民
救
済
例
･iV
の
外
に
給
助
制

皮

(V
e
rsoi･g
u
1.g
)
や
保
険
制
度

へV
ers山cllCl･"
..q･)
を
生
む
に
卓
っ
た
の
で
あ
る
が
.
常
時
こ
れ
ら
の
多
方
面
の

粛
拭
幼
顔
ふ
労
働
者
仰
誰
"廃
兵
救
済
等
を

含
む
は
い
ふ
よ
で
も
な
-
'
後
に
保
健
事
業
に
費
廃
せ
る
欝
審
警
察

("
M
ed
1.1j
m
.SCh
e
P
o
ニ
7･ei
J

に
関
す
る
こ
と
や
文
化
教
育
上
の
救
護
を
も
包
括
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
0

然
る
に
こ
の
救
護

(F
L+.rS.rg
e)
と
い
ふ
言
某
が

7
九

〇
六
年
頃
か
ら
は

福
利
事
業

(W
o
h
hf1h
rtsp
Rege
)

或

は
岡
民
福
利
事
業

(V
o
lk
sw
o
h
一h
llrtSP
R
eg
e)
と
い
ふ
語
に
代
る
に
至
っ
た
｡
而
し
て
薪

に
考

(.
ら
る
～
頑
利
事

業
或
は
圃
民
痛
利
事
業
に
あ
-
て
は
*
働
者
の
頑
利
施
設
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
ゐ
た
.
世
界
戦
車
前
の
璃
逸
社

食
事
業
は
摩
滴
的
原
因
か
ら
生
す
る
祉
倉
的
映
階
を
改
蕃
す
る
の
対
策
な
-
と
せ
ら
れ
､
そ
の
形
式
と
し
て
は
保

険

(V
e
rsich
e
ru
n
g
)
と
給
肋

(V
e
rs〇
-g
u
nhO･)
と
貧
民
救
済

(A
rヨ
e
nP
B
eg
e)
の
三
つ
に
大
別
せ
ら
れ
て
ゐ
仁
｡

今
日
の
各
方
面
に
亙
る
救
護
専
業
の
瀬
芽
は
貧
民
事
業
の
中
に
包
括
せ
ら
れ
て
ゐ
仁
の
で
あ
る
｡

職
前
職
後
の
濁
逸
祉
骨
事
業

第
四
十
二
馨

二
九

第

一
班

二

九
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職
職
前
後
の
猫
逸
祉
骨
事
業

第
凹
十
二
巻

l二

〇
第

1
鮮

l
二
〇

i
t.世
界
戦
争
と

イ
ン
ワ
ーフ
手
オ
ン

普
備
戦
争
が
燭
逸
敢
脅
事
業
費
展
の
上
に

7
時
期
を
劃
し
て
ゐ
る
如
-
世
界
戦
争
が
叉
そ
れ
に
l
大
勢
革
を
斎

ら
し
た
｡
そ
れ
は

7
に
は
戟
零
に
よ
る
多
数
の
戦
死
者
の
遺
族
及
戦
傷
者
の
救
済
の
た
め
で
あ
-
他
に
は
戦
後
の

観
痢

仙
財
政
の

窮
乏
か
ら
招
き
和
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
チ
･,T
ン
に
よ
る
到
達
出
光
.者
牧
軒
乃
L]
カ
で
Jぢ
つ
L
'O
争
r

.

..II

I.I

-
･

II_

保
険
'
給
助
の
二
制
度
及
び
貧
民
救
鮪
事
業
の
発
展
を
み
る

に

イ
政
令
保
険
は
す
で
に
述
べ
た
る
如
-

7
八
八
九

llu

年
を
以
て

T
段
落
を
つ
げ
て
ゐ
仁
の
で
あ
る
が
'
戦
時
中
及
戦

後

に

は
こ
れ
に
封
し
て
無
数
の
壁
更
や
蝶
張
が
行

ほ
れ
た
の
み
な
ら
す
､

一
九
二
四
年
五
月
廿
八
円
に
は
新
に
使
用
人
保
険

(
A
nges
t
e
t
1
t
e
n
v
e
r
s
ic

heru
n
g
)

が
始

一
]
】r

_
lJ
P_
■

■
.
1
_
■

め
ら
れ
､

一
九
二
四
年
十
二
月
十
五
日
に
は
R
e
ic
h
s･V･e
i･Si〔
he
.Iu
,･lg
SO
rLju
t･g
に
よ
-
て
耐
億
備
雌
q
i籾
に
亙
る
新

し
い
謄
系
を
整

へ
た
｡
か
-
て
批
脅
保
険
は

一
九
二
七
年

七
月

十
六
日
の
券
働
並
に
失
業
者
保
険
法

(G
esctZ

t
ib
e
r

A
rb
eitsv
ers
ic

h
eru
ng
u
.ld
A

rbeitslos
e
n
v
e
r
s
ic
h
e
r
u
n
g

)

に
よ
-
て
最
後
の
完
成
を
遂
げ
た
｡
こ
れ
ら
の

法
律
は
そ
の
後
も
数
十
回
の
追
加
訂
jE
を

つ
け
て
ゐ
る
が
'

こ
の
膿
系
を
大
別
す
る
に
'
融
合
保
険
は
そ
の
過
用

字

つ
け
る
人
を
本
位
と
す
る
も
の
と
'
保
険
さ
れ
る
事
故
に
よ
る
も
の
と
の
二
つ
に
分
れ
る
.
療
疾
者
保
険

･
使

＼ー

用
人
保
険
の
如
き
は
前
者
に
屈
し
､
廃
疾
･傷
害
･失
業
保
険
は
後
者
に
属
す
る
｡
ロ
戦
死
者
の
遺
族
及
戦
傷
者
に

./

i

封
す
る
給
助
制
度
は
敗
に
常

備
戦
争
の
.際
に
設
け
ら
れ
t

l
九
〇
六
年
に
は
そ
れ
が

1
般
兵
士

に封
す
る
も
の
と

牌
枚
に
関
す
る
も
の
と
に
分
れ
て
規
定
さ
れ
し
こ
と
は
既
に
述
べ
し
如
-
汀
b
る
が
'
こ
の
法
律
は
世
界
戦
後
に
改
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正
せ
ら
れ
て
､

T
九
二
〇
年
に
は
閑
寂
倫
助
法

(R
e
ich
svers.
r
gungsge
sctz)
と
な
っ
て
現
ほ
れ
L
!o
こ
れ
に
擦

れ
ば
従
衆
の
如
き
戟
零
の
虜
め
の
負
傷
に
封
す
る
特
別
給
助
を
屠

し
て

一
般
に
軍
務
に
よ
る
負
傷
者
に
適
用
す
る

こ
と
～
し
た
o
蓋
し
世
界
我
零
の
経
廟
に
よ
-
故
事
に
･L6
る
負
傷
と
然
ら
ざ
る
も
の
と
を
直
別
す
る
こ
と
が
困
難

な
れ
る
を
知
れ
る
が
故
で
あ
る
0
加
之
､
年
金
を
輿
ふ
る
場
食
に
も
軍
隊
内
の
階
級
に
よ
る
差
別
を
撤
廃
し
そ
の
L

決
定
億
準
を
生
業
能
力
の
減
少
濃
度
･負
傷
者
の
家
族
事
情
･職
業
任
所
等
に
置
-
こ
と
ゝ
し
た
.
然
る
に
こ
の
法

律
は

一
九
二
三
年
に
は
史
に
訂
平
曾
加

へ
ら
れ
Ll
o
そ
の
改
正
に
あ
-
て
は
従
凍
の
挺
廟
に
鑑
み
て
僅
少
だ･b
る
額

の
年
金
給
助
は
典

へ
ざ
る
も
同
様
な
る
こ
と
を
知
り
で
之
を
撒
麿
し
'
生
業
能
力
二
五
妬
以
F
に
低
下
せ
る
も
の

に
対
し
て
始
め
で
年
嶺
抄
的
輿
す
る
こ
と
ゝ
し
-.
特
に
年
金
受
師
者
の
職
業
を
考
鮮
し
て
こ
れ
に
特
訓
〃
柿
賀
平

常

(
A

･us
g
ie
打
h
L,トLiiage
)
を
興

へ
る
こ
と
J･L
t
O
そ
の
趣
旨
は
負
傷
前
の
本
<
の
所
得
を
大
腔
に
放

て補
償
せ

ぅ
と
い
ふ
に
あ
る
.
即
ち
年
金
受
領
者
を
'
仰
無
数
育
券
働
者
'㈲
高
級
智
識
と
技
備
と
を
要
す
る
職
業
の
人
Q･､

㈲
特
別
の
給
付
や
責
任
を
要
す
る
職
業
の
人
々
の
三
部
類
に
分
ち
'
第

7
類
の
人
々
に
は
か
～
る
補
借
手
常
は
こ

れ
な
-
第
二
類
の
人
々
に
は
三
五
頭
'
第
三
類
の
人
々
に
は

七
〇
頭
の
各
縮
償
手
首
を

輿

へ
る
こ
と
～
し
た
｡

こ
の
外
家
族
事
情
を
考
慮
し
て
子
供
手
常
と
し
て
子
供

7
人
に
年
金
の
二

〇
形､
又
'
許
婚
者
に
は
そ
の
一

〇
解

を
輿
ふ
る
等
の
細
い
規
定
も
設
け
ら
れ
て
ゐ
る
っ
こ
の
後
こ
の
法
律
も
財
政
困
難
の
烏
に
種
々
に
改
訂
せ
ら
れ

'

少
額
年
金
は
屠
せ
ら
れ
し
の
み
な
ら
す
'
財
政
支
出
を
縮
限
す
る
た
め
に

l
九
二
二
年
の
法
律
に
現
は
れ
し
必
要

な
る
も
の
に
そ
の
濃
度
に
鷹
じ
て
給
助
せ
ん
J
J
す
る
必
要
原
則

("
B

edu
r

fnispain
zip
｡)
室
曲
調
す
る
_二
重
-
袷

戦
前
戦
後
の
将
逸
統
合
事
業

第
凹
十
二
容

1
三

第

l就

1
二
一



職
的
戦
後
の
猫
逸
社
食
事
業

第
四
十
二
番
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助
を

最
少
限
度
に
止
め
ん
と
す
る
に
至
っ
た
｡
又

､
T
九
〇
七
年
以
来
特
別
の
法
律
と
し
て
存
し

た
軍
人
遺
族
給

助
法

(M
ilitarh
ilt
teLljtieL)enengese
t-i)

は
本
法
と
特
に
密
接
の
関
係
に
立
つ
こ
と
ゝ
な
-

遺
族
と
し
て
給
助
を

･-

ぅ
-
る
も
の
は
寡
輔

･
弧
妃
の
外
事
情
に
鷹
じ
て
は
父
母

･
祖
父
母

に
も
及
ぶ

こ
と
と
な
つ
LI
o

(
救
護
事
業

伯lll旧

(
F
u

rsorge
)
既
に
些
ぺ
Ll
る
如
-
竪

別
に
あ
り
て
は
祉
脅
救
護
に
関
す
る
こ
と
は
殆
ど
軸
ら
貧
民
救
済
事
業
と
L

L
T
V

九仇V人十九｢L
I
11ノ
･･一
hノ
L,A.･1
F
ト‥∬V.Tdbt
])LLj､ヽ
L
.ゝ
人
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フ

hゝlF
一
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1
し
Lゝ
]
ノヽ
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で
生
じ
た
る
変
転
司
こ
虹
ろ
<
ケ
乃
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乏
-qrL改
藍
㌻
5
一等
P
ら
-
血
=
ま
-
ン

ブ

ラ
チ
ォ
ン
二
･LJ
.Ll
lJ
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さ
れ
た
る
こ
れ
叉
廉
汎
な
る
恥
骨
暦
の
窮
乏
を
救
済
す
る
必
要
か
ら
で
あ
る
0
両
ち
戦
時
中
及
戦
後
に
は
戟
死
者

の
遺
族
や
戦
傷
者
を
救
済
す
る
馬
に
は
閥
家
の
定
め
た
る
給
助
制
度
を
以
て
し
て
の
み
で
は
足
ら
ず
地
方
圏
腔
に

於
け
る
多
種
の
戦
時
救
護

(l･til･山t･tgsf.賢
SOrge
)
を
必
要
と
し
た
o
叉
.
イ
ン
ブ
ラ
ン
チ
ォ
ン
の
た
め
に
貨
幣
偵
倍

が
暴
落
し
こ
れ
が
馬
に
融
合
保
険
の
年
金
受
他
者
帥
ち
｢
政
令
年
金
者
｣
(S
o
zia
lre
n
tn
er)
や
小
資
本
の
利
子
で
生

活
を
し
て
ゐ
主
小

額
年
金
者
｣
(K
leiT"･en
tne
.･)
の
生
活
が
困
難
と
な
-
し
か
故
に
'
か
れ
ら
を
救
護
す
る

｢
牡

骨
救
護
｣
(S
.ziale
F
urs.
.ge)
の
必
要
が
起
っ
た
の
で
あ
る
｡
苗
に
於
て
か
猫
過
の
敢
合
的
救
護
事
業
は

一
大
壁

革
を
巻
け
た
｡
蓋
し
こ
れ
ら
の
執
事
と
か
イ
ン
フ
ラ
チ
ォ
ン
は
閲
家
的
祉
骨
的
原
因
に
よ
り
て
発
生
し
た
も
の
で

あ
ら

､
従
っ
て
載
傷
者
や
戦
死
者
の
遺
族
を
'
又
社
食
年
金
者
や
小
年
金
者
を
貧
乏
人
の
範
晴
に
い
る
ゝ
こ
と
は

敢
骨
観
念
が
許
さ
な
い
｡
か
-
て
従
凍
の
貧
民
の
外
に
全
-
新
な
る
要
救
護
者
を
と
-
い
れ
た
る
燭
過
の
離
合
事

業
は
そ
の
取
孜
ふ
人
数
に
於
で
も
戦
前
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
虞
範
同
に
亙
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

7) EIRawicz,Diedel-lscheSozialrnllLlkim SplegeldelStal･stlk,S.29Tl2').1.
斗 救護 を受 くる戦傷者･722.000遺族･I,597,350 (.921) 祉倉年金老 t.70,000･

少額年金者 380,000 (1925)
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範
恩
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か
-
の
如
-
鳩
時
中
及
戦
後
'
粗
過
に
於
で
は
各
種
の
公
的
救
護

(こ
こ
rrenttiche
F
Ltl･SO
rg
e
.L)
が
行
ほ
れ
た

の
で
あ
る
が
'
そ
れ
は
何
れ
も
必
要
に
鷹
じ
て
そ

の
都
度
概
念
的
に
な
さ
れ
し
も
の
な
れ
ば
､
自
ら
膿
系
や
統
制

を
放
き
混
沌
な
る
有
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っ
た
の
で
'
之
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磐
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す
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の
必
要
に
迫
ら
れ
た
O
遂
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T
九
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三
H
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家
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範
囲
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(
R
iLh
m
en
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)
に

よ
り
て
公
的
救
護
事
業
の
前
提
･種
頬
･限
度
等
の
租
本
原
則
が
定
め

ら
れ
た
｡
こ
れ
が
今
日
の
公
法
救
護
専
業
の
法
律
的
韮
礎
を
な
す
｡
そ
れ
に
櫨
る
と
従
瀕
の
貧
民
救
済
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m
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p
n
eg,e
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福
利
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つ
JV
o
h
lh
h
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t･tq･e)
戦
時
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事
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O
h
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何
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公
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救
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月
月
を
切
卜
-

た
O

今
.

同

法

に
上

ト

て

公
的

救
護

の
義
務
を
み
る
に

l
t
戦
時
負
傷
者
北
に
遺
族
及
び
給
助
法

LV
e
z･S.r
g

tlnhrrSg,eSet
Z
J)

に
共
い
て
そ
れ
と
同

一
に
み
ち
る
ゝ
も
の

ゝ
融
合
救
護

cq
t
保
険
者
の
責
任
に
非
る
範
樹
に
於
で
廃
疾
並
に
使
用
人
保
険
の
年
金
受
領
者
に
封
す
る
救
護

3
'
小
年
金
者

(K
]e
i三
･e
,liner)
並
び
に
そ
れ
と
同

l
に
み
ら
る
～
人
々
の
救
護

4

'
重
傷
者
並
に
所
得
激
減
者
の
救
護

5
'
保
護
を
要
す
る
幼
少
年
の
救
護

6
'
産
婦戦

前
戦
後
の
環
逸
祉
骨
革
兼
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戦
前
戦
後
の
猫
逸
社
骨
事
業

第
四
十
二
番

T
l
l四

第

一
淑

1
二
四

で
あ
岳

｡
之
は
更
に
左
の
如
-

1
､
戦
時
負
傷
者
並
に
戦
死
者
の
遺
族t誌

r)

(▲牢
こ

2
'
祉
骨
年
金
者

(S.ziairen
tn
er)
並
に
小
年
金
者

(K
Ic
inrelltner
)

3

'
そ
の
他
の
吏
救
護
潜
及
び
朋
謂
貧
乏
人

･.-･u
;

t4.･-

(狂

[
)

が
骨
年
金
の
概
念
は
今
日
LIこ
始
ま
れ
る
も
の
で
な
い
O
戦
前
に
あ
-
T
も
優
疾
･傷
写

真
婦
･
拡

見
年
金
受
鎖
者
は
そ
の
年
金
の
み
を

以
T
L
T
生
括
出
衆
ぬ
場
食
に
扶
助
さ
る
Jl
を
要
し
た
.
然
し
常
時
触
窮
せ
る

S
D
ZJatren
tn
er
は
少
数

で
争
e
且
つ
そ
の
大
部
分
は
他
に
貯

音
か
ら
の
所
得
に
よ
-
て
或
は
又
そ
の
家
族
に
よ
-
て
共
助
さ
れ
た
｡
戦
後
の
イ
ン
フ
ラ
チ
オ
ン
に
よ
-
T
は
貨
幣
潰
値
の
下
落
も
甚
だ
し
-

且
つ
困
難
せ
る
人
数

も
多
数
に
上
れ
る
故
に

S
oz.alren
tn
ef
が
重
要
な
る
救
護
の
封
象
更

仏
す
に
至

っ
た
D

(響

〓

パ

ン
フ
ラ
チ
オ
ン
は
箕
に
十
六
世
紀
の
ア
ツ
ン
グ
ナ
-
経
帝
以
衆
最
大
の
屑
格
革
命
で
あ
し

こ
れ
が
膚
に
従
衆
所
有
階
級
に
教

へ
ら

れ
'
彼
等
の
生
活
が
安
定
し
riJ
ゐ
た
と
み
え
た
人
々
の
大
部
分

は
骨
原
化
し
た
.
即
ち
中
等
階
級
の
大
部
分
と
教
養
牌
親
と
は
経
済
的
に
弱
-

な
-
財
産
を
失
っ
て
プ
ロ
レ
グ
サ
ア
ー
ト
と
な
っ
た
.
之
が
燭
に
救
護
牢
つ
-
る
に
至
れ
る
大
部
分
は
貯
蓄
の
利
子
に
よ
-
て
生
括
せ
る
人

々

(S
parre
n
Lner)
で
あ
っ
た
｡
而
し
て
最
初
こ
れ
が
救
碑
策
と
し
て
貸
金
を
典

へ
た
が

1
九
二
三
年
頃
か
ら
経
済
的
補
助
を
典
ふ
る
こ
と
ゝ
な
つ

;
rP.

戦
後

の
融
合
救
護
事
業
を
戦
前
の
そ
れ
と
比
較
し
て
重
要
な
る
特
色
は
､
そ
の
救
護
の
封
象
に
所
謂
貧
乏
人
の

外
に
針
骨

年
金
者
と
か
小
年
金
者
と
か
の
｢
要
救
護
者
｣
を
新
に
加
ふ
る
に
至
れ
る
こ
と
'
並
に
そ
の
救
護
せ
ら
る

べ
き
人
々

の
数
の
著
し
-
増
加
せ
る
こ
と
で
あ
る
0

史
に
又
社
食
救
護
事
業
が
閲
豪
的
に
統
制
せ
ら
れ
て
健
系
を

有
す
る
に
至
-

'
救
護
の
方
法
も
事
後
の
救
護
よ
-
も
事
前
の
救
護
に
組
織
的

･
計
量
的
に
な
れ
る
こ
と
も
大
な

8) E.Wcx･,Ⅰ〕JeEnt.A,.cklungdeTSOZiaTLe】-FursorgelnDens｡l山nd,5,30･
9) E.Vex,a.a O･Sl30-3工･



る
進
歩
と
み
る
べ
-
'
戦
前
に
於
け
る
救
護
に
件
ふ
住
居
法
の
制
限
と
か
選
奨
樺
の
制
限
を
撤
屠
し
た
る
こ
と
も

f

注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
.
併
し
購
蓑
に
い
ふ
批
命
事
業
の
形
式
と
し
て
は
保
険

(V
ers.+C]】e
l･Llng
)
に
せ
よ
給
助

(V
ersorg
≡
1g
)
に
せ
よ
救
護
(F
G
rso
lg
e)
に
せ
よ
'
そ
れ
は
戦
後
新
に
生
ま
れ
し
も
の
に
非
ら
す
し
て
堅

剛
か
ら

欧
に
そ
の
形
旗
を
存
し
て
ゐ
た
も
の
が
戦
後
に
渡
張
発
展
し
た
も
の
に
外
L･t
ら
ね
の
で
あ
る
｡

三
社
曾
事
業
の
塩
M
El

戦
後
の
鵜
逸
敢
命
専
業

(W
o
h
lfah
rtsl)R
eg
e)
を
み
る
に
､
そ
れ
に
は
上
述
の
如
-
保
険

(V
ersich
erung
)
袷

脚

i
･v
e
rsO
rECrtm
,i.Tj
村
議

小吉
rsc}眉
C
J
h
･.二
転

id.カ
至
る
u
il
し
て
第

二
;･果
敢
1
tlL,1
ま
･刀
詣
牡
を
菓
鎗
･p一旨

す
が
-
は
闘
家
の
和
合
政
策
の
任
務
に
屈
す
る
も
弼
過
で
は
廉
義
の
敢
愈
事
業
の
中
に
和
食
政
策
を
も
含
め
る
が

(許
)

故
に
'
融
合
保
険
も
亦
融
合
事
業
の

一
部
分
な
ち
と
せ
ら
る
.,

0

而
し
て
敢
骨
保
険
の
特
質
は
保
険
金
牢
フ
-
る

も
の
に
汲
め
反
封
給
付
あ
る
を
要
し
且
つ
一
度
そ
の
保
険
事
故
の
費
生
し
た
る
場
谷
に
p
法
律
の
規
定
に
基
い
て

給
付
寧

つ
け
る
こ
と
な
-
何
等
個
人
的
事
業
を
考
慮
せ
ざ
る
朋
に
あ
畠

L.'
琴

石

給
助

(V
eL･SOl･g
ung)
は
国
家

の
給
助
法

(V
ersorg
L"g
S
g
e
S
e
t
Z
)

に
よ
り
て
定
め
ら
れ
'
こ
れ
牢

っ
-
る
も
の
が
閲
家
に
封
し
て
要
求
す
る
樺

利
を
有
す
る
瓢
に
於
で
次
の
救
護
(F
等
S.rge)
と
異
-
且
つ
像
め
何
等
の
反
封
給
付
-

軍
務
は
別
と
し
て
ー
を
要

せ
ざ
る
卦
に
於
て
社
食
保
険
と
性
質
を
奥

に
す
る
0
以
上
二
者
は
国
家
の
手
に
行
は
る
Ĵ
が
第
三
の
即
ち
最
後
の

救
護

(F
Grs.rg
e)は
主
と
し
て
地
方
圏
鰹
の
一
方
的
意
志
に
よ
-
て
な
さ
れ
､
そ
れ
は
保
険
の
如
-
之
を
う
-
る

戦
前
戦
後
の
猫
逸
社
骨
事
業

第
四
十
二
金
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五

男

1戟

7
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末
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戦
前
戦
後
の
猫
逸
社
食
事
業

第
四
十
二
馨

1

二

六

第

1
耽

l

二

六

も
の
～
政
め
の
反
動
給
付
あ
る
を
要
せ
す

且
つ
叉
給
助
の
如
-
国
家
や
地
方
閣
腔
に
封

し
て
之
を
要
求
す
る
樺
利

を
件
は
ぬ
も
の
で
あ
る
.
し
か
も
そ
れ
は
又
他
の
一
一者
と
異
り

て
之
牢

っ
-
る
も
の
～
人
格
に
家
族
に
生
括
関
係

に
そ
の
職
業
に
立
ち
入
る
を
菅
と
す
る
0
即
ち
救
護
は
そ
の
方
法
に
於
て
著
し
-
個
人
的
･具
性
的
で
あ
る
｡
そ
れ

は
助
言
で
あ
り
閑
輿
で
あ
り
蓋
策
で
あ
=
指
導
で
あ
り
教
育
で
あ
る
｡
要
す
る
に
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
個
人
的
具

鯉
的
難
鯖
を
調
査
し
て
そ
れ
に
即
し
た
救
護
を
,･貨
L.人
と
す
る
の
で
あ
る
O
ル

リ

ぺ

の
申

さ
は

こ

の

故
後
の
.
救
護

/
,
L
r
しLJ]人ゝ
一芦一)
.ト
し
ーヽ_
1_十
Lt]]]

ii

･tir
レ
O

i･g-)･
を
見
て
長
瀞
議
b
耐
賃
司
課
/
…

C
li
i訂h
rlLSi,lie
g
e
)

L
l

u

l

･/と
し

で

み

る

｡

(
証

)

社

食
政
策
(Soト
ialpu
llt.k)
と
狭
義
の
社
食
事
業

つ
.ノ

T
o

)11fah
首

,fteg
c)

と
の
理
論
上
の
区
別
に
就

てほ
'
ハ
イ
デ
は

｢
社
食
政
策
は
階

級
相
互
の
関
係
娘
に
階
級
の
鯛
家
椎
カ
に
封
す
る
閲
係
を

償

値
観
念
LS
標
準
に
上
且

-
孝
石
せ
ん
と
す
vOJ
｣と
を
目
的
と
す
る
計
嘉
的
努
力
と

カ
範
の
絶
和
で
あ
る
が
祉
曾
事
業
に
は
何
等
か
､
る
階
級
政
策
的
の
意
暁
が
.A.i
い
と
い
ひ
,
ポ
ッ
ト
ホ
hT
は

｢
祉
骨
事
業
は
妹
堅

持
に
階
級
)

相
互
並
に
国
家
に
劉
す
る
集
園
の
関
係
を
間
ふ
S
で
.̂jそ
印
も
報
国

へ
の
所
蔵
関
係
と
撫
関
係
に
個
人
そ
の
も
の
を
取
扱
ふ
と
い
ひ
'
ポ
ル
ク

ト
正

杜
骨
政
鮭
は
統
合
階
級
の
関
係
に
及
ぼ
さ
ん
と
す
る
iq
先
の
総
計
で
あ
る
が
･
か
の
公
的
貧
民
救
椿
の
加
N
,は
個
人
そ
の
も
の
と
し
て
と

を
救
涛
す
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
o
こ
れ
ら
の
学
課
牢

け
る
に
社
食
政
策
は
階
級
政
策
で
あ
る
が
祉
骨
事
業
は
単
な
る
個
人
と
し
て
の
野
象
な
ら

と
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
｡

か
-
の
如
き
公
的
救
護
事
業
は
今
日
宜
に
多
方
面
に
及
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
が
之
を
如
何
に
隠
系
づ
-
べ
き
か

l･＼

?
'
之
を
猟
逸
の
賓
際
に
み
る
も
ま
だ
整
然
た
る
謄
系
を
も
っ
て
ゐ
な
い
.

,=.

(
註
)

濁

逸
都
市

年
鑑
で
は

｢
公
的
救
護
｣
の
下
に
漫
然

と
｢1
職
昭

負
傷
者

及
戦
死
者
遺
族
'
2
杜
骨
年
金
者
'
∩り
小
年
金
者
及
び
そ
れ
に
準
す

る

も

G
t
4
そ
の
他
の
要
救
護
老
'
5
舶
利
な
き
も
の
'
6
地
力
囲
能
が
追
加
救
助
余
を
輿

ふ
る
労
働
局
の
失
業
者
｣
を
舶
べ
'
伯
林
市
統
計

年
鑑
で
は
そ
の
第
十

八
項
に
二

股
編
制
及
び
幼
少
聖
利
別
｣
を
置
き
そ
の
巾
に
は
職
偽
者
や
追
族
の
給
甲

失
業
や

教
育
や
種

々
の
幼
少
年
保

護
に
関
す
る
統
計
を
あ
げ
て
ゐ
名
が
'
第
十
二
頑

に
｢
勢
働
淵
介
孤
に
職
業
.和
談
｣第
十
七
項
に
｢
健
康
保
護
｣が
ゐ
-
そ
れ
ら
の
吋
に
も
多
く
rS

2) T,,lieyde,Ab･ibSdeTSoz.alpolltllこS･I
3) ()Karstedt, n･a･O S･363･
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生
的
救
護
事
業
が
散
在
し
て
ゐ
る
O
し
か
も
そ
の
財
政
部
の
櫛
を
み
る
に
救
護
制
度
･幼
少
年
稀
助
･恐
慌
救
苧

保
健
制
度
･住
宅
並
に
内
地
植

民
制
度
に
分
た
れ
て
ゐ
る
0
分
的
救
護
の
行
政
的
贈
系
か
,放
い
て
ゐ
る
詣
磯
で
あ
る
｡

そ
こ

で
色

々
草

津

的

鰹

系

が

考

究

せ
ら

れ

て

ゐ

る

の

で

あ

る
が

'

抑

も
人
間
生
活
は

一
性
的
の
も
の
で
あ
-
令

年
括
領
域
は
交
互
に
依
存
し
之
を
磯
然
と
分
ナフ
ブ
る
も
の
で
は
tIb
い
C.
例
之
'
経
済
関
係
は
健
康
や
教
育
と
完
全

に
離
れ
て
ゐ
る
も
の
に
非
す
又
教
育
や
教
化
も
職
業
や
紹
酒
と
無
関
係
の
,W
の
で
は
な
い
｡
従
っ
て
こ
れ
ら
の
分

類
や
膿
兵
は
結
局
観
念
的
な
所
産
に
す
ぎ
ぬ
.
ザ

p
モ
ン
味
か
,
る
分
類
や
膿
兵
に
は
望

胴
と
同
時
に
賓
際
的
の

便
宜
も
考
艦
す
べ
L
と
な
し
て
'
プ
ロ
シ
ャ
の
行
政
甘
鹿
や
各
都
市
魔
の
宣
際
を
劉
酌
し
て
左
の

T
t
健
些

和
利
事
業
1
乳
見
及
母
性
保
護
･産
婦
北
に
家
庭
保
護
･結
核
･国
民
病
･大
酒
家
の
救
護

一
TP
.レL
I_LLrL
lI_
lJ
1pT川
･l
]ト
.･こ)

3日･ノ心-｡孝
lrLLL′日
]浦川
確
TTT
.I.i

三
'
路
一助
･杭
こ
LL)
位
ドいぎ
品̀
目
丁いけ
瞥
ド

一

7.ノハ巾1t,7
.-ー
′
ノ71ノ
二T
l甘川りT｣一つ
7LLT
ノ

凹
'

1
般
的
福
利
専
業
-
貧
BiiJ救
済
･戦
死
者
遺
族
並
に
戦
傷
者
救
護
･芽
働
嫌
忌
者
搾
浪
人
救
護

-.I

の
分
類
を
提
案
し
て
ゐ
る
が
､
ル
ッ
叫
は
左
の
如
-
分
頬
す

l
､
.ふ茸
｢モ
け従
容
･

ノ｣
亡･上
｣叫つヽ
ⅦハV｢

イ
'
経
済
的
救
護
-
雲

量

金
者
･小
年
金
者
･老
人
･収
得
減
少
者
･狩
浪
人
･触
嘉

泊
所
･子
供

二
'
そ
の
他

過
多
の
家
庭
･及
小
住
宅
の
保
護

ロ
'
保
健
的
救
護

L
r

数
針

針

.
幼
少
年
.君

の
保
革

職
業
賃

Ⅰ6) A.SalolnOn,LeiLladヒnderWohLfattlt叩EIL'ge･Sl26-7･
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戦
前
戦
後
の
猫
逸
祉
骨
事
業

葛
四
十
二
番

1
二
八

等

l
敬

二

1
八

補
充
1
戦
傷
者
及
戦
死
者
遺
族
救
護

前
者
は
救
護
の
事
項
を
標
準
と
し
後
者
は
先
づ
要
救
護
者
の
種
類
を
分
ち
史
に
事
項
別
に
腔
系
づ
け
ん
と
し

て

ゐ
る
鮎
に
相
違
は
あ
る
が
､
事
項
は
二
者
に
あ
り
て
も
大
鰭
保
健
B教
育
｡経
済
の
三
大
部
に
分
れ
る
｡
瓜
ふ
に
燭

逸
の
昏
際
を
以
て
す
れ
ば
固
有
の
貧
乏
人
と
給
助
字

っ
-
る
故
事
救
護
者
と
新
に
生
じ
仁
政
合
的
要
救
護
者
と
を

ヽ
r
.

つ

ヽ

,ィ,n
ノ軒
へ辱
Cノト7
.LFaAP二里
車
.菓
血臣
.‥打へkTTr･こ
tb
つ
n
ノAP一ヨ
民
.L.Ln
ゝ
TT
四七
由
り｢よ
っ
.m
ThJ
L
i
qノワr1ー.n
C
ノ
ゝ
菓
th
L
ソ
,rlO

ノ
ノ

U
I

.∠
ノL
.JH一ヽwt
.L
-
ノJI
｣ノく玉で什Hヽ
VL
′′J
′¶r
PLm
TLTI
-y
ノ
ノ
J
/-.
JvJ
J

J｢
TJ
ノ･トト
｣
一
J｣
･･T

~
U
ノ
.
/し
､
ルルりい}
.亡
.ノ

近

時
又
幼
少

年

福

利
事

業

を
一

般

の
そ

れ
と

引

き

離

し

て

特

別

に
増

系

付

け

ん

と

す

る
傾

向

が
強

-

荏

-

つ
～
あ

る

｡

旧

ナ
串
ス
革
命
と
社
曾
事
濃

以
上
は
ナ
チ
ス
革
命
前
ま
で
の
猫
逸
社
食
事
業
の
史
的
展
望
で
あ
っ
た
｡
然
る
に
一
九
三
三
年
ナ
チ
ス
に
政
権

が
移
-
て
以
凍
'
社
食
政
策
も
社
食
専
業
も
大
な
る
輯
襖
を
な
し
つ
ゝ
あ
る
.
光
づ
社
務
の
階
級
掛
率
は
階
級
的

利
己
主
義
な
り
と
し
て
排
撃
せ
も
れ
'
身
分
国
家

(S
tatldeStaat)
や
閲
民
仝
悼

(V
o
lk
sg
l
n
Ze
)
の
た
め
と
い
ふ

鼻
腔
的
立
場
が
高
唱
せ
ら
る
ゝ
に
至
っ
た
.
従
っ
て
今
日
の
狗
逸
敢
骨
政
策
の
目
的
は
階
級
の
名
吟
の
階
級
の
解

放
と
か
階
級
間
の
差
等
を
緩
和
す
る
と
い
ふ
が
如
き
こ
と
に
非
ら
す
し
て
'
国
民
共
同
態

(V
o
lk
sg
em
eillSCh
aft)

を
構
成
す
る
階
級
と
し
て
身
分
と
し
て
の
仝
鰹

へ
の
犠
牲
･奉
仕
･貢
献
と
い
ふ
こ
と
に
あ
る
.
資
本
家
階
級
も
労

働
者
階
級
も
国
民
社
食
主
義
的
立
場
か
ら
統
制
支
配
さ
れ
る
｡
か
～

る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
壁
化
が
猟
逸
の
禰
利
事
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業
乃
至
狭
義
の
縦
令

瀕
業
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
?
'
勿
論
ナ
チ
ス
和
合

政
策
も
批
骨
専
業
,W
今
漸
-

着
手
し
た
ば
か
-
で
あ
-
､
そ
の
完
成
は
彼
等
の
口
Lj
す
る
如
-
次
代
に
保
た
ぬ
ば
な
ら
ぬ
O
さ
れ
ば
今
後
も
幾

多
の
麺
化
･
改
訂
を
重
ね
る
こ
と
～
偲
ば
れ
る
が
､
さ
し
潜
り
か
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
祉
合
事
業
の
精
神
的
光

礎
に
も
大
な
る
壁
化
を
典

へ
つ
～
あ
る
｡
如
ち
靴
合
専
業
は
単
な
る
｢
個
人
｣
(E
J.11Ze
lne11)
の
籍
に
非
ら
す
し
て

朗
民
仝
鰻

(V
.
]k
s
geslm
th
e
it)

の
た
め
に
な
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
O
換
言
す
れ
ば
赦
骨
事
業
は
闘
民
の
保
護

(V
o
J
k
sP
n
eg
e
)
民
族
の
救
護

(R
ISS
C-一Pn
e
ge
)
で
あ
る
.
従
っ
て
祉
骨
事
業
の
日
億
は
闘
民
の
為
に
と
-
て
傭
僻

多
き
同
志

(W
ertvo
ニ
c

V
o
)
k
sg
enossen
)
を
作
-
出
し
或
は
こ
れ
を
保
聖

-
る
こ
と
に
か
ら
ね
は
な
ら
ぬ
.
か

i-

I?
カ
準
と

し
て
閥
民
職
質
の
改
善
i精
碑
の
鍛
練
が
光
Li
i7-1
三

党
に
は
矧
ナ
チ
ス
或
末
射
刀
･.E.d
炭
賢
し
:

LJ
舟

=

･･
ノ
‥-
.

J-
r
ノ]一

少
年
の
保
護
に
重
き
h=q･J置
-
.
閲
民
腔
質
の
改
善
と
し
て
は
健
康
擁
護
の
重
要
な
る
は
い
ふ
を
像
に
ね
が
F
優
生

孝
的
立
場
か
ら
劣
謹
照
男
の
虞
分
に
放
て
さ
へ
論
議
が
行
ほ
れ
て
ゐ
る
.
精
神
の
鍛
練
と
は
い
ふ
ま
で
も
t･t
-
チ

チ
ス
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
は
る
新
な
る
独
逸
精
神
の
改
鋳
に
外
な
ら
ぬ
.
叉
幼
少
年
の
保
護
の
馬
に
は
家
族
が
胡

本
な
り
･と
し
で
家
族
救
護
(F
a
n.･Jj.iielifti
¶S.rb｡e)
に
ま
で
及
ぶ
､
史
に
ナ
チ
ス
が
閉
環
統

T
の
為
に
融
合
政
策
は
勿

論
私
的
な
融
合
専
業
と
も
聯
緒
を
密
接
に
し
っ
ゝ
あ
る
こ
と
や
'
救
護
よ
-
も
像
防
(V
o
rbeug
e
stattF
t
ir

sorge)

と
い
ふ
政
策
を

一
層
徹
底
せ
し
め
ん
と
し
っ
ゝ
あ
る
こ
と
も
注
意
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
-
0

彼
等
は
礎
裸
の
公
的
救
護
制
度
を
如
何
様
に
壁
化
せ
し
め
る
だ
ら
う
か
'
日
下
の
所
従
衆
の
制
度
を
踏
襲
し
､

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
塵
化
に
よ
-
て
自
ら
そ
の
運
用
に
襲
化
を
輿

へ
つ
～
あ
る
に
止
ま
る
が
'
部
分
的
に
は
そ
の
制

職
的
戦
後
の
濁
逸
祉
骨
事
業

第
四
十
二
雀

丁
二
九

第

7
披

丁
二
九



戦
前
戦
後
の
猫
逸
枯
骨
事
業

第
凹
十

二
容

l
三
〇

第

1
戟

1
三
〇

度
に
も
敗
に
歩
化
が
起
っ
て
ゐ
る
｡
例
之
'
撒
水
戦
傷
者
や
戦
死
者
遺
族
に
適
用
さ
れ
て
あ
っ
た
給
助
制
度
に
新

に
｢
閥
民
費
展
の
た
め
の
闘
士
の
給
助
法
｣

(G
ese
Lz
ttber
d
le
V
ers.rg
ullg
d
er
K
a
tnp
fe
r
fu
r
d
ie

nati
ollalc

E
t･hebung.
271
2.
-934
,)
が
制
定
せ
ら
れ
政
敵
の
た
め
に
死
亡
し
或

は
負
傷
し
た
る
ナ
チ
ス
薫
員
銭
兜
閣
員
等

′
1
.
に
h･1
紅
る
如
.き
吾
人
の
興
味
を
苦
く
O
之
を
要
す
る
に
ナ
チ
プ

附
竹
に
寸｡

の
遺
族
叉

は
負
傷
者
か
.救
護
す
〃1--
.,1
3

.
1tL
.I.
.

-
七

耐
愈

轟
業
も
刑
唐
政
策
と
同
鵬
に
明
日
に
開
幕
山
男
の
指
導
牒
群
の
W
に
潤
か
る
＼ゝ
こ
と

Ĵ
LJJ-
,.
縦
湘
の

如
-
祉
倉
政
策
と
杜
骨
事
業
と
に
於
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
は
仝
-
廃
さ
れ
社
食
事
業
も
ナ
チ
ス

闘
家

完

成

の
危
め
の
重
要
な
る
国
家
政
策
の

一
と
な
っ
た
D

瓦

結

以
上
遊
べ
た
る
朗
に
よ
れ
ば
猫
逸
近
世
の
融
合
政
男
･社
食
事
業
に
は
三
つ
の
時
期
を
劃
し
-
る
O
第

一
は
普
併

載
帝
第
二
は
世
界
戟
事
策
三
は
ナ
チ
ス
革
命
で
あ
る
｡
普

併
載
零
や
世
界
戟
事
が
そ
の
時
期
を
割
す
る
所
以
は
戦

車
に
よ
り
て
融
合
的
要
救
護
者
が
虎
出
し
且
つ
そ
の
組
織
が

T
大
発
展
を
な
し
て
ゐ
る
が
馬
で
あ
-
'
ナ
チ
ス
革

命
が
そ
の
時
期
を
劃
す
る
所
以
は
政
治
的
従
っ
て
又
赦
合
政
策
や
事
業
の
･T
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
大
な
る
嘩
革
を
な
せ

る
に
よ
-
凍
る
べ
き
そ
れ
ら
の
構
造
襲
化
を
察
せ
し

ひ
る
に
よ
る
｡

自
由
主
義
時
代
の
社
食
政
策
は
穿
働
階
級
の
社
食
主
義
的
連
動
を
鎮
麿
せ
ん
た
め
に
講
ぜ
ら
れ
し
も
の
で
あ
-

仙
骨
事
業
は
貧
民
救
済
と
し
て
取
扱
ば
れ
て
う
に
｡
社
倉
尭
主
主
義
時
代
知
ち
戦
後
11於
て
7･蒜

倉
政
策
!)も
祉



倉
非
業
に
も
敢
禽
連
借
の
思
想
が
淀
透
し
て
flJの
職
能
の
範
周
を
傭
人
し
且
つ
救
済
さ
る
べ
き
も
の
に
所
謂
貧
民

S
外
に
新
L･.
ウPr
要
救
護
者
｣
群
を
生
じ
朴
曾
車
業
は
畢

仏
る
貧
民
救
済
訴
業
で
ぢ
-
寧
ろ

1.
枚
的
な
摩
済
･保
健
･

教
育
上
の
救
護
事
業
に
鼻
っ
て
い
っ
た
｡
ナ
チ
ス
の
時
代
に
入
-
て
は
恥
骨
政
策
も
赦
倉
事
業
も
階
級
と
か
個
人

の
解
放
と
か
救
済
の
為
め
な
ら
す
'
閲
家
の
Ll
め
に
国
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